
様式３　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 73.0ha

交付期間 2190.8 国費率 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当初

変更

単位 基準年度 目標年度 計測年度

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 計測年度

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

順調 ●

要改善

総合所見
　6）モニタリングの
　　所見

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

 ５）実施過程の評価

モニタリング

今後の事業の
改善点

交付期間内に完了が困難な事業について、次期計画での計画
的な事業完了を図る。

事業名

目標値

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

その他の
数値指標2

指　標

可児市

平成21年度～平成25年度 事後評価実施予定時期

岐阜県 市町村名

（道路）可児駅前線、中恵土広見線、市道15号線、市道、147号線
[地域生活基盤施設）１号公園、可児駅前駐輪場、水防センター、耐震性貯水槽
（高質空間形成施設）今広東線他２路線、駅前広場、可児駅前線電線共同溝
可児駅東地区土地区画整理事業

（地域創造支援事業）防犯灯設置、消火栓整備、水道事業、下水道事業
事業効果分析調査

事業進捗の状況（順調か、遅れているか）

可児駅前線および電線共同溝の市道45号以東区間は平成30年度完了予定
駅前広場は交付期間内の着手困難
可児駅東地区土地区画整理事業は平成29年度完了予定
その他事業は計画通り

水道整備、下水道整備の市道45号線以東区間は平成30年度完了予定
その他事業は計画通り

事業名

地区名

平成25年度 モニタリング実施時期 平成24年度

可児駅東地区

交付対象事業費

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

総合所見

48%

51%

都市再生整備計画に記載し、実施できた

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

モニタリング 目標
達成見込み

今後の対応方針

今広東線、可児駅前線ほか、県道・市道の計画的な整備によ
り歩道延長は増加しており、歩道空間のバリアフリー化が充実
している。
なお、可児駅前線の整備進捗が遅れており、目標値達成は困
難な状況にある。

その他の
数値指標1

モニタリング
今後の対応方針

目標
達成見込み

総合所見指　標

実施状況

計画的な事業進捗により市民満足度は向上していると予想さ
れるが、指標計測上重要な施設である駅前広場および可児駅
前線の整備が交付期間内に完了できない見込みであり、目標
達成は困難な状況にある。

駅前広場および可児駅前線等の計画的な整備
実施と次期計画を見据えた段階的な整備の検
討。

消防活動困難区域率の解
消

％ H25

当初計画
から

削除した
事業

％ 11%

指標３

指標1

％ H2037%

H20

 １）事業の実施状況

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

従前値

今後の対応方針等

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

9.1%

従前値

モニタリング時点では実施していない

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施済み、実施
中、実施予定の

事業

交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

指標２

区域内幹線道路の歩行者
空間のバリアフリー化

H25
中心市街地整備に対する
市民満足度

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング時点では実施していない

事業進捗にあわせて、地域主体のまちづくり活動等が積極的に実施される傾向が強くなっている。

毎年、実施可能な指標について算出を行い、以降の各事業の取
組みについて必要な見直しを図る。

6.2%

実施内容

[都]可児駅前線および可児駅前線電線共同溝、水道整備、下水道整備について、市道45号線以東
区間は次期計画で実施する。（現計画での事業規模等の見直し）
駅前広場整備（高質空間形成施設）は次期計画で実施する。（現計画の事業変更）
可児駅東地区土地区画整理事業の事業区間の適切な見直し。（事業期間の延長と次期計画での
位置づけ）

H24
未整備区間の計画的な整備実施と次期計画を
見据えた段階的な整備の検討。

41%

計画のチェックと改善を適切に実施する。
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

H24

H25

-

道路整備および消火栓の設置等により、消火活動困難地域は
着実に解消されているが、可児駅前線の一部区間の整備が交
付期間内に完了できない見込みであり、当該整備内容に係る
消火活不動困難区域の解消が困難な状況にある。

可児駅前線等の計画的な整備実施と次期計画
を見据えた段階的な整備の検討。

　平成年度～年度

目標値

H24

　平成　　年度　～　　年度

H20 5.4%


